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はじめに 

広島は里山の国と言ってもいいでしょう。広島の里山は、里、川、まち、そして

海ともつながり、多くの恵みをもたらし、命をはぐくんでいます。人とひと、人と里

山、里とまち、企業と地域・・・安芸高田市をメイン会場に広島県内 12 の会場を

結んで、12 回目のひろしま「山の日」県民の集いを開催いたしました。 

6 月 2 日は、終日雨模様となりましたが、雨天プログラムに切り替え行事を行ま

した。各会場とも親子連れなど、熱心な人たちの参加が目立ちました。 
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●第 12 回ひろしま「山の日」県民の集い 「山の日」宣言 

 
広島県の面積のおよそ 7割は山です。全国に誇る里山を有しています。 

山から湧き出る水は命の源であり、その水が里の稲や野菜を育てています。 

山を被う緑の木や草は、新鮮な空気をつくりだしています。 

広島の豊かな山で生まれた水は豊かな川となり瀬戸内海や日本海へ注ぎ、 

魚や貝を育んでいます。 

私たちは、6月の第一日曜日を「山の日」とし 

ひろしま「山の日」県民の集いを、県内各地で開催し 

山の大切さを訴えています。 

ひろしまの里山から、山の大切さを理解し行動する人の輪を拡げ、 

山がよくなる運動にしていくことを宣言します。 

 

2013 年 6月 2 日 

ひろしま「山の日」県民の集い実行委員会 

実行委員長 伊藤利彦 
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事業のアウトライン 

1 目的 森林ボランティアや民間が中心となり展開してきた、ひろしま「山の日」県民の集いも 12 回目とな

る。10 年後、広島県内 23 市町で展開できるように広島県など行政も加わった県民参加の森づくり

運動として展開する。多くの県民が、身近な山へ入るきっかけをつくることを狙いにする。 

2 日時 2013 年 6 月 1 日（土） 山の日の夕べ 映画「森聞き」上映 

2013 年 6 月 2 日（日） 集いの行事（広島県内 10 市町 11 会場） 

※北広島市八幡会場は 6/1・2、三次市会場は、6/9 に実施） 

3 場所 広島県内 11 市町 12会場 

安芸高田市会場（吉田サッカー公園）、東広島市会場（憩いの森公園） 

廿日市市会場（もみのき森林公園）、広島市会場（広島市森林公園、広島県緑化センター） 

三原市会場（中央森林公園）、庄原市会場（板橋さとやま学びの森） 

福山市会場（ふくやまふれ愛ランド）、三次市会場（酒屋地区憩いの森・ほしはら山のがっこう） 

呉市会場（グリーンヒル郷原）、尾道市会場（尾道ふれあいの里）、 

北広島町八幡高原会場（八幡高原） 

4 総参加者 約 3，1００人（山の手入れ等参加者約９００人） 

5 主催 ひろしま「山の日」県民の集い実行委員会、中国新聞社、中国放送 

6 特別協力 ひろしまの森林づくりフォーラム 

7 後援 
林野庁近畿中国森林整備局、広島県、広島県教育委員会、広島市、呉市、福山市、三原市、尾

道市、三次市、庄原市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、北広島町、（公社）国土緑化推進機

構、（公社）広島県みどり推進機構、(一社)広島県森林協会、広島県森林組合連合会、ひろしま緑

づくりインフォメーションセンター、（一社）広島県山岳連盟、(公社)日本山岳会広島支部、「山の

日」制定協議会、ＮＨＫ広島放送局、広島テレビ放送、広島ホームテレビ、テレビ新広島 

8 協賛 西条・山と水の環境機構、㈱ウッドワン、NEC フィールディング㈱、山陽乳業㈱、JA グル

ープ広島、㈱タカキベーカリー、大和重工㈱、中国木材㈱、㈱中電工、マツダ㈱、広島県

協同組合連絡協議会、三原ロータリークラブ有志、広島信用金庫、広島県信用組合、㈱エ

ディオン、（社）広島県造園建設業協会、尾道商工会議所、神沢精工㈱、クニヒロ㈱、光和

物産㈱、山陽建設㈱、山陽工業㈱、しまなみ信用金庫、田中電機工業㈱、西日本旅客鉄道

㈱広島支社三原地域鉄道部、㈱パブリックス、東広島商工会議所、日の丸産業(株)、ひろ

しま NPO センター、広島商工会議所、広島ガス(株)、広島市漁業協同組合、㈱広島バスセ

ンター、福山商工会議所、㈱不二ビルサービス福山支店、みずえ緑地㈱、㈱ユアーズ、㈱

有斐園、森信建設㈱、ゆあーず「食」未来研究所 

9 助成 ひろしまの森づくり県民税 助成事業 

「緑の募金」助成事業 

 



 3 

 

山の日の夕べ 映画「森聞き」上映 

■参加人数：約１５０人 

＜プログラムの状況＞ 

 

高校生たちも鑑賞。最後は、感動の拍手がおこりま

した。 

 6 月 1 日（土）山の日の夕べとして、映画｢森聞き｣

の上映会が安芸高田市(会場：クリスタルアージョ)

で開かれました。広報活動を始めたところ、広島県

内各地から、そして地元の人たちや県立吉田高校の

高校生たちからの申し込みが届きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲名人との出会いを語る「森聞き」の一コマ 

 

 あわせて 150 人が鑑賞、内高校生は 16人。会場で

は、お母さんと一緒の小学生の姿も見かけました。 

2 時間 5分の｢森聞き｣が終わった時、会場から自然に

拍手がおこりました。森と共に生きてきた人の言葉

を聞きながら、それぞれにある自分の生きている事

と語り合うことができたのだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲市内外の 150 人が鑑賞 

映画 「森聞き」 作品紹介 

■生きるというのは、好き嫌いじゃない 

 １００人の高校生が、１００人の森の名人を訪ねる

試みがつづけられている。この映画では、４人の高校

生が、それぞれ日本各地の山村に暮らす老人たちを訪

ねた。「森の名人」と呼ばれる人たちの人生と技を聞き

書きするためだ。綱一本で杉の大木に上り、良質の種

を採集する７６歳のおじいちゃん。小学校３年生のこ

ろから焼き畑を続けてきた８５歳のおばあちゃん……。

そんな老人たちの言葉は、意外なほどまっすぐ高校生

たちの心の奥底に届く。 

 「焼き畑のどこが好きですか？」高校生の女の子の

何げない質問に、おばあちゃんが語気を荒げる。「好き

っちゅうことはないけん。ばあちゃんたちの一生の仕

事だから。山があるから、そして種を切らさんために

していくとよ。好きでやっとるとじゃないですよ。生

きていくために、すっと」そして、戸惑う女の子に優

しくさとす。「みんなそうだからね。植物、動物は全部、

生きていて、子孫残すために、ちゃんと世渡りを何十

年でも、何百年でも、何千年でも、自然とね」 

 年老いた名人たちの言葉に、進学、就職、今まさに

人生の岐路に立つ高校生たちの魂は、ゆっくりと、し

かし確実に揺さぶられていく。「人生の質量」に圧倒さ

れていく。そして、自分が手渡した言葉を、若者がし

っかりと受け取るのを見届けたとき、老人は満足そう

にうなずく。それは、自分たちの積み上げてきた人生

が「たしかなもの」であったことを、あらためて確認

できた喜び。おれは８４だで。だども、頭の中はきれ

いなもんだ。おはんもな、目標持ってよ、元気にやれ

ばいいせ。何か行き詰ったときがあったら、もう一回

来ればいいせ」 

これは、断絶しつつある世代を再びつなぐ、信頼回

復の記録です。 

 

 

 

 

監督  柴田昌平 

製作・配給 プロダクション・エイシア 

協力 第 7 回森の「聞き書き甲子園」実行委員会 

助成 文化芸術振興費補助金  

山の日ネットワーク尾道会議 

記念行事 安芸高田市クリスタルアージョ 
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全体 

■参加人数：４５０人 

＜プログラムの状況＞ 

 

若い世代の参加が印象に残りました。 

 

 ６月の第一日曜日は、ひろしま「山の日」です。 

2002 年から森林ボランティアや山岳関係者が中心と

なって始めたこの運動も 12 回目となります。会場を

一年に一カ所ずつ増やし、賛同した団体等の持ち込

み企画で運営する方式です。 

 今年のメイン会場となった安芸高田市会場（吉田

サッカー公園）の企画テーマは「里山の若い芽を育

む」。湧永実行委員長の元、里山の手入れ、里山・歴

史ウォーク、親子で小鳥の巣箱かけ、吉田高校神楽

部発表会、市内で活動するサッカーやハンドボール

の監督選手等一緒になっての記念植樹、里山の恵み

バザーなどのプログラムがそれぞれの団体により主

体的に運営されました。 

 雨模様でしたが、子供たちや家族連れなど、里山

を楽しみ学ぶ若い世代の姿が印象に残った集いとな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲元気な子どもたちの姿が印象に残りました▶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲雨の日は雨の日のように、オープニングセレモニー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲一緒に、記念植樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安芸高田市会場 吉田サッカー公園 
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開会式（オープニングセレモニー） 

■参加人数：４００人 

＜プログラムの状況＞ 

 里山に囲まれた、吉田サッカー公園が会場です。

昨夜からの雨が、周辺の山の若葉を一層鮮やかにし

ていました。開会式には、雨にもかかわらず安芸高

田市内や周辺の町から約 400 人が参加。湧永寛仁安

芸高田市会場実行委員長の開会宣言に始まり、伊藤

利彦実行委員長が「山の日」の輪を広島県内に広げ

ていきたいと挨拶。中下善昭広島県副知事の祝辞、

浜田一義安芸高田市市長の歓迎の挨拶が続きます。 

 平成 25年度広島県緑化功労者表彰式では、2つの

団体が表彰されました。 

①土師ダム桜守りプロジェクト（安芸高田市八千代

町） 

 土師ダム湖周辺には約６,０００本の桜が植えら

れており広島県内有数の桜の名所となっている。し

かしながら，近年，多くの桜の老齢化が進行し，テ

ングス病に罹る桜，生育不良の桜も少なからず存在

している。このため，地域住民が一体となって，ボ

ランティア活動として平成１９年２月２５日から

「桜守プロジェクト」を推進しており，平成２５年

３月末で７年目を迎えている。活動内容は，桜の樹

間の拡大(間引き伐採)，病害虫被害木の剪定・伐採，

施肥・土壌改良等である。 

②青河尚和会（三次市青河町） 

 昭和２９年から，「青河尚和会」が中心となって旧

酒河村有林を青河地域の山林として管理することと

し現在に至っている。緑化活動内容は，青河町民１

５０世帯による植林・下刈り・除伐・枝打ち等を実

施しており，森林の保全・地域環境の保全に貢献し

ている。当該団体は，自然環境保全にも意識が高く，

太陽光発電・無農薬の米作り等の取り組みを実践し

ており，水質保全が図られた結果，県内外・近隣地

域住民が参加できるホタル祭りの開催にも取り組ん

でいる。 

 地域の環境保全や美化活動に積極的に参加してい

る田村涼くんと田村萌さん（二人とも刈田小学校 6

年生）が元気に、第 12 回ひろしま「山の日」宣言を

し、各プログラムに入りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲開会宣言をする湧永寛仁安芸高田市会場実行委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲伊藤利彦実行委員長の挨拶、特別ゲストのモーリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲広島県緑化功労賞表彰式 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲「山の日」宣言をする、刈田みどりの少年団の２人 

安芸高田市市会場 吉田サッカー公園 －各会場の記録－    
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■参加人数：４００人 

 

＜プログラムの状況＞ 

 開会式終了後、開会式アトラクションとして、安

芸高田市といえば「神楽」ということで、吉田高校

神楽部員による、神楽の上演をしていただきました。 

 神楽部員２０人で舞人４人、楽５人で演目「日本

武尊」を勇壮に舞っていただき、あいにくの雨の中

ではありましたが、たくさんの方々に鑑賞していた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲「ヤマトタケル」を熱演。今日が新装した衣装のお披露

目の舞台でもあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加人数：１５人 

 

＜プログラムの状況＞ 

 開会式アトラクション終了後、手入れをする予定

でしたが、小雨が降っていることもあり、開会式会

場の「里山の恵みバザー」のブースで、猟師の炊き

込みご飯とうどんの昼食をとりました。 

午後から「里山の手入れ」をすることになり、参

加者は、徒歩で５分ほどの「三矢の森」生活環境保

全林に移動し、点呼後、安芸北森林組合の職員によ

る作業内容の説明を受けたあと、除伐などの作業を

開始しました。 

あいにくの雨模様ということで、参加者は１５人

ということでしたが、小学生も２人、保護者ととも

に参加していただき、皆さん安全にケガもなく終了

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲「三矢の森」で里山の整備。２人の小学生も参加 

 

安芸高田市市会場 吉田サッカー公園 －各会場の記録－    
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■参加人数：１４０人 

 

＜プログラムの状況＞ 

 実行委員会で巣箱を用意し、高田郡木材協会の

方々から巣箱掛けの要領の説明を受け、小学生の親

子で小鳥の巣箱に絵や名前を書いて準備をしました。

皆さん一生懸命に巣箱に絵を書いて、立派で可愛ら

しい小鳥の家が出来上がりました。 

巣箱の準備が出来たら、お父さんやお母さんと一緒

に「三矢の森」に設置し、野鳥の巣づくりのお手伝

いをしました。 

親子で巣箱掛けをし、また、親子で小鳥が巣を作っ

ているか見に来ていただき里山に親しんでいただけ

ることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲メッセージや名前を書き込んで「三矢の森」に巣箱を掛

けました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加人数：２００人 

 

＜プログラムの状況＞ 

 実行委員会で椎茸のほだ木を用意し、参加者で植

菌体験をしたい人は、安芸北森林組合の職員の指導

のもとに、ほだ木に穴あけドリルで穴を開けて、子

どもさんも楽しみながら１個、１個、ていねいに菌

を打ち込みました。 

 植菌済のほだ木を含め２００本のほだ木を、家庭

での管理の方法のチラシと一緒に、全て持って帰っ

ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲子どもたちにも大人気。ほだ木を大事に抱えて 

 

 

 

  

安芸高田市市会場 吉田サッカー公園 －各会場の記録－    
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■参加人数：１０人 

＜プログラムの状況＞ 

 開会式前からの雨で、開催できるかどうかと思っ

ていましたが、１０人の参加申し込みがあり、小雨

の中ではありましたが、スタートしました。 

 開会式会場からバスで１０分移動し、戦国大名で

あった毛利元就の居城、日本百名城に選出されてい

る郡山城跡を、吉田町史跡ガイド協会会員の案内に

より、毛利元就の歴史について説明を受け、学習し

ながら散策しました。 

 散策後、安芸高田市歴史民俗博物館に立ち寄り、

常設展示室では毛利氏時代の文化財の数々を見学し、

バスで開会式会場まで帰りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日本百名城に選出されている郡山城跡を散策 

 

 

 

 

 

■参加人数：５０人 

＜プログラムの状況＞ 

 開会式アトラクション終了後、サンフレッチェ広

島の森保一監督、湧永レオリック玉村健次監督ほか

５人の選手と共に参加者５０人は、徒歩で５分ほど

の「吉田サッカー公園の森」へ移動しました。 

 参加者の中には、刈田みどりの少年団１７人を含

む一般参加の子どもさんもたくさん参加しました。 

 安芸北森林組合職員による植樹要領を説明後、前

日に準備した鳥居支柱のそばに穴を掘り、イロハモ

ミジ５本とオオシマザクラ５本を植え、肥料を混ぜ

た土で埋め、バケツで水を運び根元に水をやりまし

た。鳥居支柱には記念になるよう植樹した自分の名

前も書き込み、木の成長をまた見にきていただくよ

うにしました。参加者は、森保監督や玉村監督、湧

永レオリックの選手といつも間近で見ることのでき

ない選手と一緒に、楽しく記念植樹を終えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲森保監督（サンフレッチェ広島）、玉村監督（湧永レオリッ

ク）らと子どもたちが一緒に「吉田サッカー公園の森」へ記

念植樹 

安芸高田市市会場 吉田サッカー公園 －各会場の記録－    
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■参加人数：２７人 

＜プログラムの状況＞ 

 雨模様の中、当日受付ということで、参加者が中々

集まらなく、開催できるかどうか心配していました

が、２７人の参加者があり、広島県シェアリングネ

イチャー協会の宮本さんの指導のもと、「三矢の森」

において、開催することができました。 

 午前の部は、刈田みどりの少年団や親子の参加で、

午後の部は、家族ずれや大人の参加者もあり、皆さ

ん最後までゲームに参加して頂けたので、楽しく過

ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲森のネイチャーゲームを楽しむ子どもたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加人数：約５００人 

＜プログラムの状況＞ 

 「里山の恵み バザー」では、安芸高田市産の三

矢御膳（米・あきろまん）を利用したアイデア料理

コンテストの和食部門で優秀賞となった、三矢御

膳・猪肉を使用した「猟師の炊き込みごはん」と安

芸高田市特産の青ネギをふんだんに利用した「うど

ん」５００食を用意し、残りなく全てなくなりまし

た。参加者からは、「猟師の炊き込みごはん」も「う

どん」も「美味しい。美味しい」と２食目も食べら

れる方もあり、大好評でした。 

 展示ブースでは、鶴学園八千代校舎のご協力によ

り、生徒が松枯れの松や間伐材を利用して作成され

た、バイクやヘリコプターや木馬などの作品を展示

していただき、皆さまは、木製でこんなものができ

るかかと、感心して見学されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲里山の味わい。「猟師の炊き込みご飯」と特産の青ネギの入

ったうどんが大好評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲松枯れの松や間伐材を利用してつくった機関車、ヘリコプ

ター、木馬等  

安芸高田市市会場 吉田サッカー公園 －各会場の記録－    
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ひろしま「山の日」県民の集い 

次回のメイン会場開催地は、安芸太田町です。 

■参加人数：約２００人 

＜プログラムの状況＞ 

 回を重ねるごとに会場が増える方式が、ひろしま

「山の日」県民の集いの運営方式である。13 回目と

なる次回のメイン会場は、安芸太田町です。集いの

閉会式で、「山の日」フラッグが湧永寛仁安芸高田市

会場実行委員長から、安芸太田町小坂眞治町長へ引

き継がれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲「山の日」フラッグ、次回メイン会場の安芸太田町の小坂

町長へ 

■安芸高田市で初めての「山の日の集い」に参加し

て 

シモーナ・ゾレット（ベニス大学大学院生、広島大

学大学院国際協力研究科留学中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆さま、はじめまして。広島大学に短期留学中の

イタリア人大学院生です。6月 1日(土)と 2日（日）

に安芸高田市で行われた第 12 回ひろしま「山の日」

県民の集いへ、中越信和教授に招かれて参加しまし

た。 

 一日目、教授と私はクリスタルアージョに行き映

画「森聞き」を鑑賞。十代後半の 4人の男女学生が

伝統的山林活動家の名人の語らいをインタビュー録

音し、文章化するドキュメンタリーでした。日本語

映画でしたが、言葉は解らなくても山の自然と人間

の結びつきは理解できました。夜は神楽門前湯治村

に宿泊。元来は神様に奉納する神楽を生れて初めて

観ました。 

 翌朝、主会場の吉田サッカー公園着。9時 30分の

開会式の壇上には、実行委員長、実行委員、浜田市

長、来賓の方々がいました。挨拶後、地元の高校生

による神楽の上演。日本の伝統芸能の新知見を与え

てくれた神楽は、その美しい装束や複雑な動きと足

運びで強く印象に残りました。その後、様々な催し

がはじまりました。雨天でも多数の人が参加し、家

族ずれや子どもたちもいて、祭りの様相でした。 

 私は記念植樹に参加、公園内にイロハモミジとオ

オシマザクラを林業関係者の指導で無事植栽。植え

られた木々を見て、私と同じように、皆さんも満足

そうでした。昼食後は里山整備に参加。参加者は下

刈りと枝打ちを教わり、それらがより大きな木の生

長を促進することを理解。1時間余り、その方法で里

山整備、放置林の一角が見事に整備完了。 

 全活動終了で、午後 2時半閉会式。私も短い感想

を話すことになり、中越教授に逐次通訳をして頂き

ました。安芸高田市で初めての山の日の集いは成功

です。そして来年もっと成功することを望んでいま

す。ありがとうございました。 

（原文英語 訳中越信和） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲中越アドバイザー（広島大学大学院教授）の講評と参加し

た感想を話すゾレットさん  

安芸高田市市会場 吉田サッカー公園 －各会場の記録－    
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全体 

■参加人数：５００人 

＜プログラム状況＞ 

 数日前から天気予報が刻々と変化し続け、前日の

会場設営も小雨が降る中、翌日の明け方には雨が上

がる予報を信じて準備を続け、当日も「もうすぐ雨

は止む」と言いながら開会準備を続けました。結局、

雨は止むどころか時に強く、降ったり止んだりを繰

り返し降り続け、10 分遅れで開会しました。開会式

では、来賓のご祝辞をいただき、みどりの少年団の

山の日宣言、安全祈願の「どんぐり、ころころ」を

元気に行いましたが、結局、山の手入れ活動は中止

せざるを得ませんでした。参加予定の２つの企業グ

ループも早朝には不参加を決め、一班減りましたが、

午後のプログラムを前倒しして実施。その他のプロ

グラムも「森の野鳥観察」を除いて午前のみの実施

となりました。 

 午後からのプログラム参加希望のご家族から実施

の問い合わせをいただいたりと天気さえよければと

空を見上げた 1 日でした。それでも傘をさしてお昼

に現れたご家族連れには「森の野鳥観察」に参加し

ていただき、なんとか楽しんでいただけたのではな

いかと思うとホッとしました。元気だったのは子ど

もたちでみどりの少年団は雨なんかへっちゃらとい

ったふうで丸太切りや木工教室でも歓声があがって

いました。雨にも関わらず多くの方々にお越しいた

だけたので、次回はそれに負けないプログラムを考

えようと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲開会挨拶 島 靖英 実行委員長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲＜祝辞＞森光俊樹 広島県東広島農林事業所長 

    山本辰也 東広島市産業部次長兼農林水産課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲東広島みどりの少年団男女キャプテンによる山の日宣

言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲安全祈願セレモニー「どんぐり！ころころ！」 

記録者：船本昌義（東広島市会場 事務局長）  

東広島市会場 憩いの森公園 
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■参加人数：２７８人 

<プログラム状況> 

「西条・龍王の名水」見学（雨天により作業中止） 

 今年の「山の日」は雨がふっていたので、山での

整備作業を取りやめて、途中霧でかすむ西条盆地を

眺めたり、整備予定だった山を通ったりしながら「西

条・龍王の名水」まで登りました。「西条・龍王の名

水」では、龍王山に降った雨は、北に流れると酒米

を作る水田の水に、そして南へ流れ 17 年から 50 年

後に酒蔵通りに湧き出す伏流水は酒の仕込み水にな

っており、西条の酒造りに欠かせない水です。それ

だけでなく、森林を整備することは山の保水能力を

高め、土石流の起きにくい山にしてくれるので、私

たちの生活を守ることにも繋がります。こういった

話のほか、水の硬度と味について説明させて頂きま

した。山のグラウンドワークの参加者の皆さんは、

山の整備はできませんでしたが、その森林整備が私

たちの生活や西条の酒にどのように関わっているの

かを考える学びのグラウンドワークになったと思い

ます。 

記録者：小倉 亜紗美（西条・山と水の環境機構） 

 

●バイオマス講習 

 山から戻ってきた後、龍王山と水の関係について

おさらいして、佐藤高晴広島大学大学院総合科学研

究科准教授（実行委員会運営委員長）の森とバイオ

マスについてのお

話をみんなで聞

いて、山のグラ

ウンドワークは

終了しました。

龍王名水と酒蔵

通りの井戸水と

のきき水も予定

していましたが、

雨で伏流水への

雨水の混入が懸

念されましたの

で、これも中止

せざるを得ませんでした。 

 授業で参加した大学生は、ペレットストーブや西

条農業高校の展示も見学して感想文入りの出席カー

ドを書いていました。 

記録者：船本昌義（東広島市会場 事務局長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲雨の中、龍王山を歩く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲山づくり・水づくり活動のお話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲西条・龍王の名水の解説 

 

  

東広島市会場 憩いの森公園 －各会場の記録－    



 13 

 

 

 

■参加人数：２７人 

<プログラム状況> 

 今年度は雨の中の登山教室となったが、みどりの

少年団１７名（男子 8、女子９）と付添いの方５名、

一般参加者５名 合計２７名の参加を得て日本山岳

会４名のスタッフで実施した。 

 昨夜からの雨で足元も悪く、頂上はあきらめて、

遊歩道の散策に切り替えた。歩行中、雨の中での注

意点等を実地で体験していただき、途中の東屋では

「山登りの基本」のワンポイントレッスンを実施し

た。雨にもかかわらず、少年団および一般の方達の

元気さに救われた。怪我もなく１２時前に多目的広

場に下山した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲登山の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲山頂での集合写真 

 

 

記録者：森 茂樹（日本山岳会広島支部） 

 

 

■参加人数：５８人 

<プログラム状況> 

 小雨の中、「森の野鳥を探そう！」の野鳥観察会が

午前と午後の２回行われた。会場での受け付けテン

トには巣箱とそれを利用したシジュウカラの写真や、

カービングが飾り付けられ、野鳥の鳴き声も流され

て、子どもや一般来場者から注目された。 

 午前の観察会は、「みどりの少年団」１２名と付き

添い５名を、小グループに分け、それぞれに会員が

付き、指導に当たった。１キロ余の山道をホオジロ

などの野鳥を観察、道すがら季節の草花やキイチゴ

の実を口にしたり、シュレーゲルアオガエルを見つ

けたりと動植物への関心も深めた。 

 午後は一般の参加者があり、ホオジロやツバメ

を観察、コシアカツバメも観察出来たので、その違

いや見分け方を学んだり、新緑に白さが際立つヤマ

ボウシの花の美しさに感動したり、クロモジの木の

良い香りを楽しんだり、キイチゴの実を賞味したり

して楽しんだ 

 

 

 

 

 

 

 

▲受付に飾られたカービング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲午後の部：生物探索 

記録者：新名 俊夫（東広島の野鳥と自然に親しむ会）  

東広島市会場 憩いの森公園 －各会場の記録－    
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■参加人数：２７人、午後は中止 

<プログラム状況> 

 「みんなで雨を楽しもう」と宣言して出発です。

はじめに「ネイチャーループ」で自然のつながりを

考えました。東広島会場の特徴である山の手入れと

酒造りにも思いを馳せます。次いで、口をきかずジ

ェスチャーだけで林の中を歩き、「何か声がする！」

と立ち止まると、そこから「自然のつぶやき」です。

「もうやめて」という声の主を探しました。びしょ

ぬれの毛虫や、ゴミを捨てられた草むら、イノシシ

に掘り返された地面などの声を拾いました。 

 最後に、他の声も聞こえるねと「木のセリフ」を

行い、参加者各人が思い思いに林の中にセリフを書

き込みました。生まれたてのクモの赤ん坊の「僕た

ち、かわいいでしょ」が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ネイチャーゲームを楽しむみどりの少年団たち 

記録者：淺野敏久（広島県シェアリングネイチャー協

会 

 

 

■参加人数：５８人 

<プログラム状況> 

 今回は、山のグラウンドワークが雨のため中止と

なり残念でした。賀茂木材連絡協議会の方々の協力

を得て、「山の木工教室＆丸太切り体験」を行いまし

た。生憎の空模様でしたが、約 60 名弱の方が来られ

普段使う事が少ない鋸等を悪戦苦闘しながらも、懸

命に頑張って丸太を切ったり、巣箱、ネームプレー

ト等自分の好きな木工にチャレンジして、完成させ

たときの笑顔がとても印象的でした。これからも、

いろんな世代の人々に山に関心をもってもらえるよ

う頑張りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲木工教室で巣箱をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲丸太切り体験 

 

記録者：松浦尚樹（賀茂地方森林組合）  

東広島市会場 憩いの森公園 －各会場の記録－    
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■参加人数：延べ９６人 

<プログラム状況> 

 今年は優しい雨が降ったり止んだりのお天気。

我々のブースはテントの下、子供たちの明るい声が

行き交っていました。 

 石けんづくりでは、ラベンダーとミントの２つの

香りを用意しました。手の温もりを与えながら透明

感がでるまでこねるのですが、みんなよく頑張りま

した。作業中の個性ある子供たちの会話に担当者は

とても癒されたそうです。 

 野草茶のティスティングで一番人気は、カラスノ

エンドウです。どこにでも生えていて笛になったり

お茶になったり・・・香りよく焙じられたお茶は雨

で冷えた体にとても美味しかったようで、喉によい

と言われるマロウティも好評でした。暖かいお茶を

出せて良かったです。自然の恵みを感じてもらえた

かな？すべてが落着いて進行した半日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ハーブ石けんづくり体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲マロウ（ウスベニアオイ）の花とお茶 

記録者：高見 京（憩いの森ハーブ研究会） 

 

 

<プログラム状況> 

今回は、参加し始めて初めての雨天開催でした。 

グラウンドワークが中止になったのは残念でした

がペレットストーブ屋は、山から下りてきた方や緑

の少年団の子供たち、西条農業高校の生徒たちでい

っぱいでした。 

沢山のお客様とはお話できませんでしたが逆に、

濃いお話が出来たのではないかと思います。 

各市町村で、薪やペレットストーブに補助金が付

き始めています。是非、東広島市でもペレットスト

ーブに補助が出れば購入を検討される方が沢山いら

っしゃるのではないかと思いました。 

お客様とお話しする中で、木質ペレット燃料は、

これからの燃料革命には必要だと改めて感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ペレットストーブを囲む見学者 

記録者：山野井重典（ヤマノイ株式会社） 

 

 

 

「酒都・西条の水質の研究」ほか研究発表展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東広島市会場 憩いの森公園 －各会場の記録－    
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全体 

■参加人数：約５００人 

 

＜プログラム状況＞ 

早朝より降り出した雨の中、「第１２回ひろしま

「山の日」県民の集い inはつかいち」が参加者５０

０人で開催された。 

“森とふれあい－やってみようボランティア活動”

の合言葉で展開されたこの日のプログラムは、元気

がでる森づくりをしよう！、JR ふれあいウォーク，

森のネイチャーゲーム、作って飾ろう！草花あ・そ・

び、親子でピザを楽しむ会、魚のつかみどり、森の

クラフト教室、チョウザメの鑑賞、ドラム缶炭焼き

道場、ポニーと遊ぼうと 11 種のプログラムで盛りだ

くさんであったがポニーと遊ぼうは、雨のため中止

となりました。 

１０時に開催された，開会式では、櫻井実行委員

長の開会挨拶、国土緑化推進機構 秋元則之募金企

画部長の挨拶の後、この山の日にご協賛いただいた、

キリンビール株式会社の活動“GREEN  HEART 

PROJECT”の植樹活動使用する苗木（イロハモミジ 10

本、レンゲツツジ 150 本）を、キリンビールマーケ

ティング（株）広島支社粟森雅哉支社長から目録を

受領した。 

次にメインイベントの「山の日」宣言は、広島修

道大学生のボランティアを代表して武井さん、廣政

さんの 2 人が力強く宣誓した。締めくくりは阿品の

森サポータークラブの井上会長が作業場の注意点な

どを発し、安全祈願の「どんぐり！ころころ！」を

三唱して式典を終了した。 

 

記録者：廿日市会場実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加人数：６０人 

＜プログラム状況＞ 

元気がでる森づくりは、広島修道大学の学生ボラ

ンティアが中止となり、一般を合わせて参加者総勢

６０人が、クワ、スコップ、カマを持ち１０班に分

かれて植樹活動をした。 

参加者は、阿品の森サポータークラブの会員から

植樹に関する指導を受け、事前に準備してあった植

える場所へと移動した。しかし、雨の中の作業のた

め、足元は滑りやすく泥が撥ねるのも気にせず？一

生懸命にクワで耕した。植える場所には、ススキの

根や石などがあり、これを除去して、土地改良剤、

有機質の肥料を土とよく混ぜた。 

植樹する樹木は、レンゲツツジ（高さ 0.5ｍ）は

1.5 ㎡に 150 本、イロハモミジ（高さ３ｍ）は、10

本それぞれ適当な間隔に植え付けた。イロハモミジ

は、蒸散作用を抑えるべく、適当に枝を剪定し、カ

ケヤで、支柱を打ち込み、麻縄で固定した。また、

参加者にはキリンビール（株）から頂いた、タオル、

軍手、ビブス、エコバックの 4 点が記念品として配

布された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

廿日市市会場 もみのき森林公園 
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開会式会場を取り巻くイベントブースでは、朝早くから

準備してきたスタッフが商品や体験行事の材料を並べ

各種の体験行事を実施したが、あいにくの雨で参加者

は少なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

▼雨で参加できなかったドングリくん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この日、もみのき森林公園で行なわれた森林の多様

性に関する体験活動は、次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録者：廿日市市会場実行委員会  

廿日市市会場 もみのき森林公園 －各会場の記録－    
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全体 

■参加人数:３７０人 

＜プログラム状況＞ 

当日は、あいにくの雨天で開催を予定しておりました

４つのイベントのうち、「グリーンアドベンチャー」と「スタン

プラリー」が中止となってしまいました。また、もりメイト倶

楽部Hiroshima運営の「森林公園の山の手入れ」は会場

を芝生広場休憩所に変更し、内容もロープワークや山に

関する勉強会に変更しました。 

同じく広島県シェアリングネイチャー協会の協力を得

た「森のネイチャーゲーム」も芝生広場休憩所で行い、

屋内でも楽しめるゲームに内容を変更しました。 

スタッフの尽力により、雨天にもかかわらず参加者の

方々に楽しんでいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲砂原秀年氏による「山の日」宣言 

 

記録者：隅田 誠（広島市森林公園） 

 

 

■参加人数:親子１５人 

＜プログラム状況＞ 

 ①つながりジャンケン②ポイズンリムーバー③昆

虫、動物探しゲームを行いました。 

 「つながりジャンケン」は、葉→虫→鳥→木など

連鎖の流れをジャンケンで体感してもらいました。 

 「ポイズンリムーバー」は、ハチ、昆虫や蛇の液、

毒針を吸いだす道具をゲームにしたもので、鬼ごっ

こ的要素があり楽しめました。またポイズンリムー

バーを使って実際に体験してもらいました。 

 「昆虫、動物探しゲーム」は、昆虫や動物がすん

でいる場所から探していくとみつけやすかったよう

です。 

 活動の後、おみやげに小枝を使ってどんぐり迷路

を作り、持って帰ってもらいました。今回、天候が

悪く雨だったため参加者が５組１４人と少なかった

のが、残念でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲つながりジャンケン（大人も子どもも一所懸命） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ポイズンリムーバー（必死で逃げろ！）  

広島市会場 広島市森林公園 
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▲動物探しゲーム（さあ、どこにいるかなぁ？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲森どんぐり迷路づくり（今日のおみやげ） 

記録者：森垣夫査子(広島県シェアリングネイチャー

協会) 

 

 

 

■参加人数：２３人 

＜プログラム状況＞ 

 早朝から小雨が降り続き、天気予報では午前中一

杯雨の様子でした。参加予定の子どもたちも楽しみ

にしているようでしたが、屋外で無理をして風邪な

どを引いてはいけないので、屋内でできる内容に切

り替え、山についての勉強会を行なうことにしまし

た。内容は次の４項目です。 

①「森は海の恋人」から＂森には魔法使いがいる＂  

②山で役立つ「ロープワーク」  

③日本のドングリのお話し  

④公園内の樹木と森の恵み 

 以上について短い時間ではありましたが、子ども

たちはもちろん保護者の大人たちも非常に興味津々

で楽しい時間があっという間に過ぎました。外はま

だ雨が降っているにも拘らず、「これから木を切りに

行こう」とせがむ子どももいて、子どもたちにとっ

ても山は掛け替えのないものであり、大切にしたい

と思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲休憩所内での活動になりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲熱心にロープワークをされていました▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録者：砂原秀年(もりメイト倶楽部 Hiroshima)  

広島市会場 広島市森林公園 －各会場の記録－    
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全体 

■参加人数:約５００人 

＜プログラム状況＞ 

 あいにくの小雨の中、午前１０時、広島県緑化セ

ンター山根所長の挨拶、地元福田町老年会（福寿会）

児玉会長の祝辞の後、「可部南グリーンズ緑の少年団」

による「山の日」宣言で開会しました。 

 開会式終了後、園内２箇所で森林ボランティア「ふ

れあい湧」の指導の下、「さくらの森」周辺で白木愛

山会と三井ボランティアグループ合わせて 16 人が

「森の手入れ」、集いの広場周辺の山林では「可部南

グリーンズ緑の少年団」36 人により除伐、間伐が行

なわれました。また、集いの広場では地元福田町老

年会４４人によるオオデマリ、ドウダンツツジの苗

木の植樹をおこないました。 

 なお、植樹終了後に予定されていた同老年会主催

の協賛グランドゴルフ大会は、雨天中止されました。 

レストハウス前広場では「モーリースタンプラリー」、

「自然の森の中でネイチャーを楽しもう」、「森のノ

ルディックウオーク」、「紙ヒコーキ飛ばし（雨天中

止）」、「ペンダント・コースターづくり」の５つの参

加型プログラムを準備、多くの親子連れなどが、そ

れぞれ楽しんでおられました。フリーマーケット（５

店）と森の音楽会は、雨のため、レストハウス内で

の開催に変更。広島県庁合唱団の歌声と中矢喜子プ

ロのフルート演奏に聴衆から拍手喝采、大好評でし

た。なお、今回の「山の日」行事は、山の日実行委

員会からの助成に加え、広島市森づくり支援事業を

活用させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲山の日宣言 

記録者：行正 高成（広島県緑化センター）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲フルート演奏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲広島県庁合唱団 

記録者：行正 高成（広島県緑化センター） 

 

 

 

■参加人数：４４人 

＜プログラム状況＞  

小雨で植樹にはちょうど良い天候でした。事前届の４

４人の参加で２人ずつのペアーで傘をさしたりカッパを

着て、ふれあいワーク（４人）の指導でオオデマリを植え

て頂きました。皆さん毎年植樹をして頂いているため、土

壌改良剤を入れ、良く土に混ぜて、次に穴を掘り堆肥と

肥料を土に混ぜ、少し土を入れてオオデマリの土鉢付を

置き土で埋め周りの土で鉢状にして終え、引き続いて役

員１２人で別の場所に移動してドウダンツツジを植えて

記念植樹を終えた。 

天候が良ければ、引き続きグランドゴルフ大会を予定

しておりましたが、残念ながら今年は中止にしました。皆

さんレストハウスのイベント会場に移動して、食事をしたり

広島市会場 広島県緑化センター 
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イベントに参加したりして楽しんで頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲記念植樹（ドウダンツツジ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲歩き方のトレーニング 

▲記念植樹（オオデマリ） 

記録者：廣瀬 健（広島県緑化センター） 

 

 

 

■参加人数：３６人 

＜プログラムの状況＞ 

 今年も可部南グリーンズのみどりの少年団が父兄

共で 34 人参加、開会式で元気よく「山の日」宣言を

行ってくれ、集いの広場へ移動して小雨の中、森に

入り、ふれあい湧の指導で木を切ったり、棚積みし

たり活躍した。伐り倒すのが面白そうで、わりと大

きな木を切ったり、楽しみながら作業していた。 

 集合写真の後、レストハウスに引き返して、昼食

後ネイチャーゲームに参加したり、モーリースタン

プラリーやペンダント作りに参加するなど、みんな

で一日を過ごしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲可部南グリーンズ緑の少年団 

記録者：廣瀬 健（広島県緑化センター） 

 

 

 

■参加人数：１６人 

＜プログラムの状況＞ 

 昨夜からの雨で参加されないのではと思っており

ましたが、事前申し込みどおり白木愛山会から11人、

三井ボランティアネットワークから３人参加頂き、 

ふれあい湧が指導に当たってくれ「さくらの森」の

手入れを行いました。平素から山の手入れには慣れ

ておられ、女性の方もテキパキ木を切ったり、処理

も上手にやられ、約１時間半位の作業でした。時間

が短いので物足りない様子も見受けましたが、良い

汗を流して満足そうでした。参加者で集合写真を撮

り、昼食後イベントにも参加頂きました。ご協力有

難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲森の手入れ（緑の少年団） 

 

広島市会場 広島県緑化センター －各会場の記録－    
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記録者：廣瀬 健（広島県緑化センター） 

 

 

■参加人数：２３人 

＜プログラム状況＞ 

当日が雨天となったことから、テントの中ではコ

ースターの作業場所が確保できず、予め材料をセッ

トしていた「クマちゃんペンダント」作りのみを実

施しました。参加者が心配されましたが、展示され

たペンダント見本を見て立ち寄った来場者で満席に

なる時もあり、雨天にもかかわらず、終了の時刻に

は用意していた材料がほとんど無くなるという結果

で終了しました。 

当日は狭いテントの中での作業となり、湿度が高

かったことから接着剤も乾き難く、指導員は大変で

したが、参加者から「可愛いのができた！ありがと

う。」との言葉を頂き、苦労が報われました。 

記録者：沼田 陽治（ふれあい湧） 

 

 

 

■参加人数：３０人 

＜プログラム状況＞ 

 あいにくの雨で、レストハウス前のテントの中、

クラフトが出来るように机をセッティング。今セン

ターで見られる生き物を探し用意した写真と一緒に

楽しむゲームは諦め、テント内でクラフトを実施。

一つは「みどりの集い」で小さい子供たちに楽しん

で貰った「モーリー君のぬりえメタル」、もう一つは、

旬の鳴きセミならぬ「鳴きガエル」を今回工夫して

準備しました。 

 音がするものは、子供たちの関心を引くらしく、

バザー等に集まっていた家族連れに人気があり、嬉

しい悲鳴をあげました。寒さも雨もなんのその・・・・ 

お昼にはテントの中は、みどりの少年団で大賑わい。

食べ終わると、みんなクラフトに挑戦。５０個用意

した材料が足りなくなり、今度は竹で用意しとくか

らと許してもらう始末。雨でも多くの人が楽しんで

いる緑化センターでした。 

記録者：住吉和子（広島県シェアリングネイチャー協会） 

 

 

 

■運営：オール・オン・スポーツ 

＜プログラムの状況＞ 

 レストハウス前メイン会場で受付を行いましたが、

雨模様のため、多目的広場下の「緑の相談所」内へ

移動しました。最初にノルディクウオーキングの成

り立ちとその効果や歩き方、ポールの使い方など基

本的な事項について説明がありました。続いて、実

際にポールを持っての歩き方の練習が行われました。

室内で基本動作を十分練習した後、天候を見計らっ

て「緑の相談所」周辺でウオーキング体験しました。

体力づくり、スタミナアップ、減量などにとても効

果的で、上半身をしっかり使うので、肩や首のコリ

の解消などにも有効とのことで、みなさん熱心に練

習されていました。 

記録者：行正 高成（広島県緑化センター） 

 

 

■参加人数：１９人 

＜プログラムの状況＞ 

 レストハウス前（ヤマボウシ）、芝生広場（カルミ

ア）、管理事務所横車庫上（センダン）の三カ所にモ

ーリースタンプ台を設置しました。３か所にはそれ

ぞれ花が咲いていてスタンプラリーの参加者に楽し

んで貰えるようにしました。生憎の小雨模様の天気

でしたが、３か所スタンプを押して戻れば、景品が

もらえるということで、いろいろな人が挑戦してい

ました。回収した回答用紙は雨で濡れ判読が困難な

ものもありましたが、それぞれに、楽しまれていま

した。記録者：行正 高成（広島県緑化センター）  

広島市会場 広島県緑化センター －各会場の記録－    
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全体 

■参加人数：１，５３２人 

＜プログラム状況＞ 

 6 月 2 日、小雨のなか、中央森林公園センター前

広場で第１2 回ひろしま「山の日」県民の集い三原

市会場が開催されました。この日、メインの「里山

の手入れ」と木の文化体験コーナーでは、「チエーン

ソーアート実演ショー」「木工・グラフト体験コーナ

ー」「丸太きり大会」「森のネイチャーゲーム」「子ど

も体験コーナー」「エコキッズセミナーコーナー」「森

のコンサート」「協賛グループの展示即売会」「ポニ

ーと遊ぼう」など９種類のプログラムを実施しまし

た。 

 当会場の特色は地元関係者をはじめ企業各社グル

ープや緑の少年団、東広島市社会福祉協議会１２０

人の家族連れの参加があったこと、「２０１３年ミス

やっさ」の参加がありました。 

 開会式は福島実行委員長が今日は里山との対話を

十分楽しんでもらいたいとのあいさつで幕を開けま

した。祝辞は、三原市長天満祥典さんにいただき代

読を副市長 池本勝彦がされ、また農林水産局長 寶

來伸夫様からも、ご祝辞をいただきました。来賓紹

介は出席いただいた尾道農林事業所長・広島県自然

環境課長・賀茂森林組合代表理事組合長・堀内造園

代表取締役の紹介を行いました。 

 「山の日」宣言は北方小学校緑の少年団（２人）

三原市立船木小学校緑の少年団（1 人）が元気なす

ばらしい宣誓を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲天満三原市長祝辞（池本副市長代読） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲緑の少年団による山の日宣言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲開会式への出席者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲2013 年ミスやっさ三原の PR 

 

 

 

 

  

三原市会場 中央森林公園 
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■参加人数：７３人 

 メインの「里山の手入れ」には 73 人の参加があり

ました。参加者は 5 班に分れて森林ボランティアの

指導で里山の手入れに取り組みました。参加者はヘ

ルメットを付けて、下草を刈ったり、除伐を行い、

運び出し粉砕機でチップ化（堆肥）した。約２時間

の作業であったが０．５へクタールの里山が明るい

林に再生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲山の手入れをする参加者 

 午後からは、森のコンサートや各種プログラムの

行事に一般参加者が加わり、お祭の雰囲気が最高に

盛り上がり、多くの家族連れ（1532 人）で終日賑わ

いました。山や森の大切さを理解し行動する人の輪

を拡げていくきっかけができた 1 日となりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

三原市会場 中央森林公園 －各会場の記録－    
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参加人数：見学者多数 

チェーンソーアート実演コーナーではログビルダ

ーの西田和弘さんに鷹を製作してもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

三原市会場 中央森林公園 －各会場の記録－    
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ハワイヤンダンス・やっさ踊りでお祭を盛り上げまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ハワイアンダンス。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲やっさ踊り保存会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲展示販売のブース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼閉会式挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録者：三原市会場実行委員会 

ご協賛いただき誠にありがとうございました。 

協賛者（順不同）：２口 賀茂地方森林組合、1 口 (株)赤石

硝子建材、勝村木材(株)、アクサ生命保険(株)、山陽建設（株）

しまなみ信用金庫、新宅建設（株）、尾三地方森林組合、（有）

福島植物園、（株）堀内造園、三原郷心会、三原商工会議所、

(株)中国銀行三原支店（株）みどり商会 (株)アカリ工業、つ

ぼみ、松尾内科、三原ロータリー有志、飲料水 山陽乳業（株）  

三原市会場 中央森林公園 －各会場の記録－    
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全体  

■参加人数：１７０人 

＜プログラム状況＞ 

今年は何故かこの日だけが雨と言うコンディションの

中で庄原市会場は開会しました。地元の人たちも期待し

ていた地元板橋小学校の板橋一心太鼓は、雨の為に中

止という苦渋の決断をしました。しかし、その他のプログ

ラムは何とかできました。「山の日」とは言え、屋外のイベ

ントは天候に左右されることを痛感しましたので、雨天対

策も必要と認識を新たにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲開会式のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲炭の窯だし 

記録者・はやし 高正（板橋さとやま倶楽部） 

 

 

 

＜プログラムの状況＞ 

 板橋小学校の板橋一心太鼓が演奏出来なくなり、

広島の親父バンド「モノトーンズ」も出来ないかと

思っていたのですが、奇跡的に彼らの演奏が始まる

と雨は止みました。広島市内から追っかけも来られ

ておりましたので、コンサートが成立したことで関

係者一同、胸をなで下ろしました。素晴らしい演奏

だっただけに、もう少しお客様に集まって欲しかっ

たところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲演奏するバンドメンバー 

 

 

 

 

参加人数：１２人 

＜プログラム状況＞ 

 今回は小さな子供さんが多かったのですが、ポニ

ーが少し大きかったことから親子で乗馬を楽しまれ

ていました。子供が餌である人参を手で食べさせて

あげたり、身体を撫でておられました。地元の子供

たちは普段からポニーのいるホールヒルに遊びに行

っていますから、山では珍しくなかったみたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ポニーとのふれあい  

庄原市会場 板橋さとやま学びの森 
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■参加人数：２０人 

＜プログラムの状況＞ 

〇講師：東登美夫（板橋さとやま友の会 会員） 

 予め用意していた材料を使って接着剤で簡単な置

物を作ったり、ドリルで穴を開けて紐を通してペン

ダントを作ったりしました。また、竹を使って笛を

つくることにも挑戦したり、竹馬作りに挑戦もして

いましたが、案外、上手にできていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲クラフトづくりを楽しむ 

 

 

■参加人数：１４人 

＜プログラムの状況＞ 

〇講師：伊藤之敏（自然観察指導員） 

 これまでお願いしていた西村先生が体調を崩され

たので急遽、伊藤先生にお願いしました。伊藤先生

も話題が豊富で、参加された人たちから、「こんな自

然観察会ならまた参加したい」という声が聞こえま

した。本当はもっと時間をかけて山の中を散策した

いと先生もおっしゃっていましたが、無理のないと

ころで良かったのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲植物観察を楽しむ 

 

 

■参加人数：８人 

＜プログラムの状況＞ 

 炭窯から炭を出す作業をしていただきました。今

回の炭は非常に上手く焼けており、灰になった率も

少なく炭焼きそのものは大成功でした。初めて参加

した人が殆どで、こうやって炭が焼けるのかと感心

していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲炭の窯出しを楽しむ 

 

 

 

＜プログラムの状況＞ 

 その他のプログラムである「里山の手入れ」は、

参加申し込みがなく、成立しませんでした。「山の日」

に、山の手入れをしないのは変じゃないかと思いま

すが、申し込みが全くない訳ですから、何ともしよ

うがありません。次年度は、地元の小学校や保育所

などと連携をとってみる必要もあると反省していま

す。  

庄原市会場 板橋さとやま学びの森 －各会場の記録－    
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全体 

■参加人数：７０人 

＜プログラム状況＞ 

福山市会場での開催も 7 回目を迎えたこともあり、来

場者も定着し山に対する意識も高く、次第に盛り上がり

を見せています。テーマである「つながり」を全面に謳い、

地元を中心として呼掛けをしたことも有り、当日の参加者

は 70 人余りになりました。「山に親しむ、山を楽しむ、山

に学ぶ」をモットーとして、山や森の大切さへの理解を得

て、県民の輪を広げる目的は達成出来たものと確信して

います。 

開会式では、福山会場関係者を代表して繁田健司様

より声高らかに開会宣言をして頂きました。開会挨拶に

続いて、「山の日宣言」を地元の若者を代表して松川光

司様により大変力強い宣言をして頂きました。 

セレモニーの最後に全員でラジオ体操を行い、今回

のメイン事業である「山のグラウンドワーク」への参加に

備えました。 

「山のグラウンドワーク」への参加者は 50 名余りでした。

広島県東部森林組合の方で、植樹箇所に目印をして頂

いたことも有り非常に助かりました。植樹（スーパーアカ

マツ）、里山の草刈や樹木の手入れ作業等を実施しまし

た。参加者は程良い汗をかき充実の日ではなかったかと

思います。 

最後に、当日の天候は小雨でしたが、ひろしま「山の

日」県民の集いが盛会で充実した１日で終えることが出

来たことは、参加者及び運営へご協力いただいた数多く

の関係者の方によるもので有り大変感謝致します。 

記録者：赤木 茂（実行委員会事務局長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲松川光司さんによる「山の日」宣言 

 

 

 

■参加人数:５０人 

＜プログラム状況＞ 

開会式終了後は、グループ毎に別れて指導者より作

業内容・注意点等の説明をしました。その後、会場近く

の山林内（Ｄ遊歩道沿い）に移動して手入れの実施をし

ました。 

今年は、「スーパーアカマツ」を植栽しました。前もっ

て、植栽場所に目印をしていたこともあり、また指導者か

らの指示通りにしっかりと土の踏み込みもしており来年の

成長が楽しみです。昨年植樹をした「モミジ」は立派に成

長をしていました。 

当日の天候は小雨でしたが、参加者との共同作業に

て充実した１日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲植樹「スーパーアカマツ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲植樹風景。ていねいに植える 

 

記録者：佐藤 元則（広島県東部森林組合） 

福山市会場 ふくやまふれ愛ランド 
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全体 

■参加人数:１５０人 

＜プログラム状況＞ 

ひろしま「山の日」県民の集い in みよしは、三次市東

酒屋町の「酒屋地区憩いの森」をメイン会場に、三次市

上田町の「ほしはら山のがっこう」をサテライト会場にして

開催しました。 

「酒屋地区憩いの森」会場では、工夫を凝らしたイベ

ント内容で、参加者は森林にふれあい、親しみを体感す

るなど意義ある一日になりました。 

森の手入れでは子どもたちが指導者のサポートにより

安全に注意し、初めて手にしたノコギリで木を切り倒した

り、切った木や枝を運びだし、チッパー機で粉砕し，その

まま山に返しました。 

また、広島県シュアリングネイチャー協会により、自然

や生き物の不思議さ，おもしろさを五感で体感できるネ

イチャーゲーム、松ぼっくりや葉っぱなどを使ったクラフト

づくり、天然素材アロマを使った防虫スプレーづくりなど

自然に十分親しました。その他に馬洗川自然塾による木

登り体験コーナーや、酒屋自治会連合会による恒例とな

った大人気のカブトムシの幼虫探し竹による弓矢や竹ト

ンボつくりなど、森遊びを親子で楽しんでいただきまし

た。 

お昼には森林インストラクターが現地調達による山野

草の天ぷらと、地元JA女性部の皆さんによる特製カレー

ライスが販売され、自然の恵みをいただきました。 

サテライト会場の「ほしはら山のがっこう」では、自然体

験と森づくりをテーマに、森林散策と森遊び、森づくりの

方法についての講演の後実地体験を行いました。 

記録者：三次市会場実行委員会事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲会場風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲参加した子どもたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲森の手入れに参加する子どもたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

三次市会場 酒屋地区憩いの森、ほしはら山のがっこう 
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▲木の実や葉っぱでクラフトづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲木登り体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲人気のカブトムシの幼虫さがし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲森のネイチャーゲーム 

 

 

 

 

  

三次市会場 酒屋地区憩いの森、ほしはら山のがっこう －各会場の記録－    
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全体 

■参加人数：１９９人 

＜プログラム状況＞ 

前日 式典の会場づくり班（テント張りなど） 

取り付け班（「山の日」幟８本・会場案内看板７枚・

山の日会場の横断幕取り付け） 

公園つくり（今年で４年目）の会場前の道路沿い

に植えられた植樹の草刈、朝から２人が刈払機で草

刈をする作業班。使用する道具に名入れをする班、

参加者に配付する物のセット作業班（「山の日」のお

知らせ、会場案内図、参加賞・この会場の費用の多

くは『ひろしま森づくり県民税』一人年間５００円

を活用のメモの挿入） 

休憩時用の駄菓子が、準備に追われたすきにカラ

スにさらわれてしまった。 

参加者：サポート・トレッキング・グループ  

    中国木材 呉市役所 

 当日の天気は予報では、朝方には雨がやむ予定で

あったが、小雨がつづき、雨の中で開会、公園つく

りの会場前の道路沿いの植え込みの刈り草の撤去作

業を式典前にスタッフ６人で済ませたので、側溝沿

いの皐月が、大変きれいになった。 

 参加者は一般、地元の郷原の住民、バフコック日

立エコークラブ、中国木材（株、もみじ銀行などの

参加をいただきました。今年の植樹で公園づくりの

仕上げの年、バス・車で現地へ移動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲開会式の様子 

○「山の日」の参加申し込み者、一人も欠けることなく全員

が参加いただき感銘。 

○中国木材（株）堀川保幸社長には、呉会場実行委員長とし

て大任を果たされ上に、小雨の中ご多忙な身上にもかかわら

ず最後の植樹まで、ご一緒頂いたことに心から感謝を奉げた

いと思います。 

記録者：宮岡 泰久（呉市会場運営委員長、サポート・ト

レッキング・グループ会長）  

 

 

 

＜プログラムの状況＞ 

 公園づくり４年目。ヒベリカム・ヒデコート４２

０本）を中央・芝生を囲み植えた。これまで外周を

皐月、その内側にマンサクとサクラ、芝生の中に３

ｍの桜（12 本）の植樹を昨年まで植え、今年はヒベ

リカム・ヒデコートの植樹。 

 専門家の説明を現地で聞いて、土盛りされ土地も

やわらかく植えやすく簡単。苗をビニールの鉢から

取り出して植えた。手間はあまりかからず、終わっ

た方から昨年と一昨年に植えた芝生に生えた草をみ

んなで草抜き作業。 

 昨年まで広場にたくさんの草が生えていましたが、

今年は事前に草刈済みのため予定より早く進み、小

雨も降っていたので終了を告げて、泥で汚れた手

足・道具類を業者が準備したタンクからの水で清掃

して、駐車場まで歩いて移動散会。４年目で植物や

展望は公園らしくなりましたが、トイレ・水道・ベ

ンチがないことがさびしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ヒベリカム・ヒデコートを植える 

 

 

記録者：宮岡泰久（サポート・トレッキング・グループ）  

呉市会場 グリーンヒル郷原 



 33 

 

 

 

 小雨の中でも元気よく鋸を引き、檜の皮を剥ぐと

ツルツルで光沢があり、檜の心地よい香りに引き込

まれ、一人で何回も輪切り、来年も丸太切りがある？

と子供たちの質問もあり好評でした。 

 残念なことは、雨のため檜が濡れているため電気

コテがすぐに焼きごてにならず、輪切りに焼印が押

せなかったことが惜しかった。（ここグリーンヒル郷

原では、火を焚くことが呉市の条例で禁止されてい

るため、焼きごて使えず）小雨の中にかかわらず早

退する人もなく、スタッフの方が驚きました。 

 帰宅後、輪切りにした檜を風呂に入れて早速「檜

の木風呂」を楽しんだという人もありました。 

 

サポート・トレッキング・グループの会員４人が指導  

式典の背後の森で実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲檜の丸太を切る 

記録者：宮岡泰久（サポート・トレッキング・グループ） 

 

 

 

 

■参加人数:４１人 

＜プログラム状況＞ 

 玉切りと参加者を２つに分けて行いました。参加

者は１回目１９人(内大人８)、２回目２２人(内大人

１２)の計４１人で、指導者は３人でした。 

 最初に「危ない生きもの」「いたい植物」「おぼえ

てほしい植物」を説明して、始めました。 

 森の中には、おもしろいもの、すてきなものが多

くあることを知ってもらおうと言うことで、道のわ

きに目立たないように置かれた人工物を注意深く探

すアクティビティの「カモフラージュ」で観察力や

注意力を高めて、自然の宝物をさがす「フィールド

ビンゴ」をしました。カラスの声は聞こえませんで

したが、ウグイスなどのさえずり，雨の音も耳をす

ませました。ウノハナ、ソコゴ、コガクウツギ、コ

ツクバネウツギと白い花が雨の中しっとりと咲いて

いました。小雨で生き生きした森を家族で楽しむこ

とができました。なお、主催者でビニールカッパを

用意していただいていたので、参加者は最後までア

クティビティに集中できたのではないかと思いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲森のネイチャーゲーム（カモフラージュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲森のネイチャーゲーム（フィールド・ビンゴ） 

 

 

記録者：新庄 隆道（広島県ネイチャーシェアリン

グ協会）  

呉市会場 グリーンヒル郷原 －各会場の記録－    
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全体  

■参加人数：約２３０人 

＜プログラム状況＞ 

 第 12 回ひろしま「山の日」県民の集い八幡高原会

場は、日本山岳会広島支部、広島県山岳連盟、NPO

法人西中国山地自然史研究会が企画・協力し、二日

間で 4つのプログラムを準備しました。  

 いつも訪れる場所をきれいにしたり、これからも

安全に利用できるように手入れをするということ、

さらにフィールドの保全やそこでの活動の啓発とい

う様々な目的をもって実施しました。 

 一日目は参加者全員で開会式を行いました。地元

北広島町で、自然ガイドとして活躍が期待される女

性が緊張の面持ちながら、しっかりと「山の日宣言」

をしてくださいました．また，各部署から作業前の

注意事項もしっかりと行なわれました。作業の中で

も交流が生まれ、連帯感を持って作業を進めました。

心配されていた雨にもほとんどあわず、作業後の達

成感あふれた気持ちを持って閉会式となりました。 

 二日目は、初企画の初心者のための登山教室が行

なわれました。町内からの参加者が多く、初めての

方からベテランまで、山登りの専門家からしっかり

指導を受け、笑顔で下山してきました。呼吸法や足

の運び方など，細かなテクニックを教えていただけ

たということで、とても好評でした。また、山の恵

みである木材を使った啓発活動もカキツバタ祭りの

中で実施され、一般の方にも「山の日」を知ってい

ただけたように思います。この日をきっかけに、八

幡高原の山や自然に愛着を持っていただければと感

じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲山の日、開会式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲プログラム開始前のストレッチ 

 

報告：河野弥生（西中国山地自然史研究会） 

 

 

 

■参加人数：４０人 

＜プログラム状況＞ 

昨年に引き続き、西中国山地自然史研究会と日本山

岳会広島支部が企画し、霧ヶ谷湿原の整備を実施しま

した。霧ヶ谷湿原は、広島県の自然再生事業により 2009

年に工事が完了した場所です。その後は導水路での水

の管理で、自然な状態での維持管理を保ってきました。

しかし、水が行き渡らず森林化している箇所もあり、専門

家のアドバイスも受け、低木の伐採を行い整備をするこ

ととしました。 

開会式では作業前の安全に関する注意事項もしっか

りと聞きました。その後、機械班は現地に直行し、作業手

順を打ち合せを行い、作業を開始しました。手作業班は

高原の自然館学芸員による自然再生事業の趣旨・目的

の説明を受けながら湿原の観察コースを歩き、現地に徒

歩で移動しました。役割分担もスムーズで、草を刈る人、

運ぶ人、運搬する人と分かれ、それぞれに汗を流しまし

た。 

今回の作業により、中央部分にあるやぶに覆われた

湿地も見えるようになり、参加者は整備の手応えを感じ

ていました。作業後は、参加者全員で内容の振り返りも

行ない、次回も安全に継続して取り組んでいけるよう、心

が一つとなりました 

  

北広島町八幡高原会場 八幡高原 
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▲木や草を運び出す 

記録者：記録者：斎陽（公益社団法人日本山岳会広島

支部） 

 

 

 

 

■参加人数：１９人 

＜プログラムの状況＞ 

 ６月１日(土)北広島町八幡会場では、広島県山岳連

盟は猿木峠～掛頭山～土草峠の登山道整備、ＪＡＣ

広島支部は霧ヶ谷湿原の再生作業を行いました。前

日、ＪＡＣ＆山岳連盟のスタッフと地元高原の自然

館の河野さんでゼッケン等を準備。６月１日(土)、９

時から受付開始後、かりお茶屋前で山岳連盟・日本

山岳会広島支部合同で開会式。現地主催者のＮＰＯ

法人西中国山地自然史研究会近藤会長の挨拶後、山

田岳連理事長・兼森ＪＡＣ広島支部長の挨拶、注意

事項の後「山の日」宣言があり、それぞれに分かれ

て現地に移動しました。 

 山岳連盟が担当した登山道整備は下見で倒木や笹

の繁茂具合を確認していたので、チェーンソー２台

と草刈り機４台でＡ・Ｂ２班に分かれて両方から作

業を開始した。Ａ班１０人は猿木峠からチェーンソ

ー１台で倒木を処理し、草刈り機２台で登山道の笹

などを刈り、片付けメンバーが鎌や鋸を持参して登

山道整理に当たって午前中に車道まで貫通した。Ｂ

班の９人は土草峠からも順調に進み、Ａ．Ｂ班とも

掛頭山山頂のリフト下り場で昼食を食べながら午後

の作業ミーティングを行いました。 

 午後からお互いが掛頭の山頂に向かって作業を開

始。心配された天気もほとんど作業終了近くまで持

って土草峠まで綺麗に整備出来ました。新緑の爽や

かな木漏れ日の中、登山道整備で心地よく汗を流し、

整備された登山道を歩く爽快な気分は一人では味わ

えない連帯感があるので、今後も継続したいと思い

ます。皆さんご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲登山道の草刈り作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲作業後の登山道 

 

記録者：福永やす子（一般社団法人広島県山岳連盟） 

  

北広島町八幡高原会場 八幡高原 －各会場の記録－    
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■参加人数：２１人 

＜プログラムの状況＞ 

 当日は前日からの雨が残り、教室参加者が少ない

のではと危惧したが、１２歳の女子中学生から７２

歳の男性まで初心者を含め一般参加は１７人を数え、

講師３人とアドバイザー１人の合計２１人で実施し

ました。 

 山麓庵前で開会式後、聖湖畔の高岳登山口へ車で

移動して、ストレッチを行って登山開始。この頃に

は雨も小降りになって、２１人全員が元気よく出発。

途中、足場が悪いことを考慮してワンポイントレッ

スン「山での歩き方」を説明し、安全で楽な登山道

の歩き方を勉強しました。頂上へはほぼ予定どおり

に到着し、雨は上がっていましたが、ガスがかかっ

ていつもの絶景が望めず残念でした。全員が頂上で

昼食を取って記念撮影後、足場の悪い下山時の対策

としてストックの使い方を説明しました。この効果

もあって滑りやすい坂道を無事に怪我なく下山する

ことが出来ました。下山後、ストレッチ・挨拶後解

散しました。参加者からは｢楽しく登れた｣｢レッスン

が参考になった｣との感想がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ゆっくり歩く 

 

記録者：近藤道明（公益社団法人日本山岳会広島支

部） 

 

 

 

 

 

 

■参加人数：１５０人 

＜プログラムの状況＞ 

 朝から降るあいにくの雨で開催が危ぶまれました

が、晴れ間に期待し、会場設営を行ないました。こ

の日は八幡高原で大切に育てられているカキツバタ

を鑑賞するお祭りが行われます。町内外からたくさ

んの方が来られます。その一角をお借りし、山の日

の PR を兼ね、薪ストーブの販売・薪割り体験・芸

北せどやま再生事業の広報・せどやまクイズを実施

しました。薪割りは体験できるとあって、小学生か

ら大人まで実際に斧を持って、大きな丸太に挑みま

す。また、せどやまクイズでは、12 種類の木を準備

し、その木の種類を当ててもらいます。50 人ほどが

チャレンジし、全問正解者は 1 人でした。これらの

取り組みによって、少しでも山の資源を身近に感じ

てもらえたら嬉しく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲せどやまクイズコーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲薪割り体験を楽しむ 

記録者：上田耕史  

北広島町八幡高原会場 八幡高原 －各会場の記録－    
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全体  

■参加人数：２００人 

＜プログラム状況＞ 

 小雨の中、尾道ふれあいの里で開催しました。開

会式では、小学校の男女児童による力強い「山の日

宣言」が行われた後、プログラムごとに集合しイベ

ントを実施しました。 

 午前中は、「山の手入れ」、「樹木の手入れ」、「自

然とふれあうハイキングと森の中のネイチャーゲ

ーム」の３つのプログラムを実施し、多くの家族連

れなどで楽しく自然について学び・遊んで過ごしま

した。昼食は、地元御調のがんぼう米を使用したお

にぎりと、地元で獲れた魚を使用してフライなどに

したお弁当をいただきました。山と海のつながりを

味覚で感じていただけたと思います。 

 午後からは、「クラフト教室」を実施し、参加さ

れた方それぞれが個性豊かな作品をつくりあげて

いました。 

 一日を通じて、豊かな自然に触れ森の恵みを感じ

ることができました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲山の日宣言をする地元の小学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲会場の様子、家族での参加が多かった 

記録者：実行委員会 事務局 

 

 

 

■参加人数:２３人 

<プログラム状況> 

 開会式終了後、山の手入れ予定地に集合し、点呼

の後作業内容を説明。森林組合が下刈りした箇所で、

除伐・間伐を行い、棚積みを行う作業を実施しまし

た。当日は小雨の中作業でしたが、子どもたちは雨

にもかかわらず親子で楽しそうに作業していたこと

が、特に印象に残りました。おかげでキャンプ場周

辺が明るくなり、より利用しやすい環境となったと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ノコギリで木を切る参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲より利用しやすい環境になりました 

 

 

 

 

記録者：金野頼子〈尾三地方森林組合〉  

尾道市会場 尾道ふれあいの里 
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■参加人数：２３人 

＜プログラムの状況＞ 

 昨年に続いて２回目の「山の日」県民の集いの講

師として参加し、樹木の手入れについて約１時間 30

分説明をしました。 

 当日は朝から雨が降っていたのですが、講義を始

めるころには小雨が降ったり止んだりで傘もあまり

必要のない状況で話を進めることが出来ました。 

 講義の内容は現地に植栽されたサクラや、自然に

生えているマツ等を観察しながら、病害虫の説明や

管理の方法について説明しました。特に、枝を切る

位置については、サクラを見ながら説明し、実際に

何名かの人に切ってもらいました。体験された方か

らは、正しい切り方が分かってよかったと言われま

した。参加された方からは、病害虫の防除方法や管

理についての多くの質問がでて大変関心を持って話

を聞いてもらいました。 

 今回の説明が樹木を守っていく上で、少しでも参

考になればと思い説明を終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲枝の切り方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲サクラを見ながら説明 

記録者：村上幸弘（樹木医） 

 

 

 

■参加人数：１０２人 

＜プログラムの状況＞ 

 （一社）尾道青年会議所と広島県シェアリングネ

イチャー協会との共同でふれあいの里ハイキングコ

ースを使い、ハイキングを行いました。本事業では

子供たちを対象として、ネイチャーゲームやカブト

ムシの幼虫探索などのイベントを織り込んだ内容に

致しました。 

 子供たちを対象とさせていただきましたが、子供

だけでなく大人の方々も一緒になって楽しんでいた

だく姿が印象的でした。また、持ち帰ったカブトム

シの幼虫は各自の小学校や幼稚園に持っていき、皆

で育てていると伺っております。この度の事業が参

加頂いた方々にとって山に入り、自然と触れ合うき

っかけになっていただけたなら幸いに思います。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲カブトムシの幼虫を探す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲傘をさしてネイチャーゲームを楽しむ 

記録者：安楽城大作（一般社団法人尾道青年会議所）  

尾道市会場 尾道ふれあいの里 －各会場の記録－    
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栃木で「山の日」交流 

「ふるさと高原山を愛する集い」に参加して。 

 

 私は演歌大好き人間です。北島三郎、鳥羽一郎と

くれば、たまりません。「山の日」の全国の動きを調

査研究している市川貴大さん（とちぎ農林倶楽部 

部長）との情報交流が縁となり、かねてから山の日

制定を呼びかけておられる船村徹さん（作曲家）の

ふるさとである栃木県塩谷町へ、高ぶる気持ちを押

さえながら出かけました。 

 5 月 26 日（日）の午後のこと、旧・塩谷高校体育

館を会場に「ふるさと高原山を愛する集い」が開催

されたのです。先生の里帰りということもあってか、

300 人の予想をはるかに上回る 600 人を超える参加

者となりました。「ふるさとの山を語る」と題して船

村徹さんは、栃木県には「ふるさとの山」の高原山

があり、子供の頃に遊んだことや母親に叱られた思

い出がよみがえることをご披露されました。海、山、

川はそれぞれ女房、親父、子供の関係であり、山が

しっかりしていれば、海が豊かになり、この川は田

園全体を潤し、日本列島が健全になるので、みんな

といっしょに山の日の制定に向けて取組みたいとユ

ーモアを交えながら述べられました。ふるさとの山

を想う気持ち、そして時々演歌の裏話も交えながら、

味わいのある話の内容、話しのリズム、話しぶり、

ユーモアのセンスなど・・とてもとても素晴らしく

心に響いてきました。ふるさとの塩谷だからこそ聞

くことが出来た内容だったと思います。 

 私も少し時間をいただき、600 人の参加者を前に、

ひろしま「山の日」県民の集いの、民を主体にした

取り組みを紹介させていただきました。そのあと、

地元の方、中学生や高校生たちは、ふるさと高原山

への想いを、思い思いの言葉や絵で伝えてくれまし

た。歌、言葉、詩、絵、写真・・・伝えたいメッセ

ージをよりわかりやすく伝えるのは、本気であるこ

とと取組む人の気持ちがとても大事だと、感じたこ

とでした。 

 

記録 畝崎辰登（ひろしま「山の日」県民の集い実 

   行委員会 事務局） 

 

ふるさと高原山を愛する集い  

ふるさとを思い、高原山麓で保全活動をみんなで考えよう 

 

 主旨 山と川と海は、人が利用するにあたって適

切な保全管理があってこそ、はじめて良好な環境が

得られるといわれています。“高原山”は塩谷町の基

本構想にシンボルとうたわれているように、住民に

とって心のささえであるとともに、水やおいしい空

気、大地の恵みなどを供給しています。私たちには

“高原山”の素晴らしい自然を次世代に継承してい

く責務があります。本日は、私たちのふるさと“高

原山”への思いを共有し、“山の日”について一緒に

考えてみましょう。 

日時 平成 25 年 5 月 26 日（日） 

場所 日々輝学園体験学習会（旧塩谷高等学校） 

   体育館：栃木県塩谷町大宮２５７９−１ 

主催 ふるさと高原山を愛する集い実行委員会、 

   塩屋町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場には、予想をはるかに超える 600 人が詰めかけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさとの山への想や山の日」制定を語る、船村徹さん  

●トピックス● 
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実行委員会（全体） 

■アドバイザー 

森本 竹一 元・吉和村村長 

中越 信和 広島大学大学院 国際協力研究科 教授 

奥迫 輝昭 広島県農林水産局 森林保全課 課長 

菅原 基晴 広島県環境県民局 自然環境課 課長 

吉野 栄作 （公社）広島県みどり推進機構 事務局長 

岡谷 義則 中国新聞社 代表取締役社長 

青木 暢之 （株）中国放送 代表取締役社長 

■実行委員長 

伊藤 利彦 愛する熱帯多雨林のために再生紙で名刺を 

 作る会 幹事 元・広島市収入役 

■副委員長 

内海 康仁 光和物産（株） 代表取締役社長 

京才 昭 （一社）広島県山岳連盟 会長 

瀬川千代子 ひろしま緑づくりｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 代表 

前垣 壽男 西条・山と水の環境機構 理事長 

箕田 英紀 三次市酒屋地区自治連合会会長 

杢谷 正樹 （株）純正食品マルシマ 代表取締役社長 

福島 偉人 （株）有斐園 会長 

堀川 保幸 中国木材（株） 代表取締役社長 

八谷 文策 （特非）森のバイオマス研究会 監事 

■委員 

赤木 茂 光和物産（株） 取締役総務部長 

秋山 浩三 広島県シェアリングネイチャー協会 事務局長 

斎 陽 （公社）日本山岳会広島支部 自然環境委員 

 会副委員長 

井上 年光 阿品の森サポータークラブ 会長 

奥川 利裕 三次市産業部農政課 課長 

鎌田 博 広島市森林公園 

 （第一ビルサービス森林公園 園長） 

近藤 紘史 （特非）西中国山地自然史研究会 代表 

櫻井 充弘 （一財）もみのき森林公園協会理事長  

清水 勝 安芸高田市産業振興部 部長 

仙田 信吾 （株）中国放送 常務取締役テレビ営業局長 

竹田 幸雄 （公財）オイスカ広島県支部 事務局長 

谷村 恭佐 （一財）中央森林公園協会 事務局長 

野島 信隆 （公財）法人日本山岳会広島支部自然環境 

 委員会副委員長 

野本 利夫 （特非）ゆあーず「食」未来研究所 理事長 

林 高正 （特非）板橋さとやま倶楽部 理事長 

林 尚哉 中国木材株式会社 総務課 課長 

野本 利夫 （特非）ゆあーず「食」未来研究所 理事長 

広島県森林インストラクター連絡協議会 

平野 公穏 中国新聞社営業事業本部事業出版センター 

福永やす子 （一社）広島県山岳連盟 普及部 副部長 

船本 昌義 西条・山と水の環境機構 事務局 

正本 良忠 広島県緑化センター 相談役 

宮岡 泰久 サポート・トレッキング・グループ 会長 

山田 雅昭 （一社）広島県山岳連盟 副会長・理事長 

■監事 

梅田 斉 （一財）もみのき森林公園協会 事務局長 

■事務局長（副委員長兼任） 

瀬川千代子 ひろしま緑づくりインフォメーションセンター 

  代表 

■事務局(委員兼任)  

企画調整 兼森志郎 （公社）日本山岳会広島支部 支部長 

企画調整 畝崎辰登 西条・山と水の環境機構 事務局 

○連絡事務局 

〒730-0041 広島市中区小町 2-28-703  

株式会社パブリックス内 

 

各会場実行委員会 

□安芸高田市会場実行委員会 

■実行委員長 

湧永 寛仁 湧永薬品株式会社 代表取締役 

■副委員長 

田村 和義 安芸北森林組合 代表理事組合長 

■事務局長 

清水 勝  安芸高田市産業振興部 部長 

 

□東広島市会場実行委員会 

■実行委員長 

前垣壽男  西条・山と水の環境機構 理事長 

■副委員長 

石井英太郎 西条・山と水の環境機構 理事 

■運営委員長 

島 靖英  西条・山と水の環境機構 理事 

■事務局長 

船本昌義  西条・山と水の環境機構 事務局 

 

□廿日市市会場実行委員会 

■実行委員長 

櫻井 充弘  （一財）もみのき森林公園協会 理事長 

■副委員長 

井上 年光 阿品の森サポータークラブ 会長 

■運営委員長 

大西 弘  広島県森林インストラクター連絡協議会  

■事務局長 

梅田 斉  （一財）もみのき森林公園協会 事務局長 

 

□広島市（広島市森林公園）会場実行委員会 

■実行委員長 

鎌田 博 広島市森林公園（第一ビルサービス森林公園 園長） 

■副委員長 

富士澤 隆 広島市森林公園 

■運営委員長 

見勢井 誠 もりメイト倶楽部 Hiroshima 会長 

■運営副委員長 

桑原 清二 フォレストクラブ森守会長 

■事務局長 

桑田 荘一郎 広島市森林公園 

 

□広島市（広島県緑化センター）会場実行委員会 

■実行委員長 

正本 良忠 広島県緑化センター 管理責任者 

■副委員長 

山根 道廣 広島県緑化センター 

■運営委員長 

廣瀬 健  広島県グリーンサポート連絡会 会長 

■事務局長 

山根 道廣 広島県緑化センター 

 

□三原市会場実行委員会 

■実行委員長 

福島 偉人 株式会社有斐園 会長 

■副委員長 

川口 洋海 三原市経済部 部長 

■運営委員長 

桝宗 正則 （特非）森のお猿さん 

■事務局長 

谷村 恭佐 （一財）中央森林公園協会 事務局長 

 

 

実 行 委 員 
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□庄原市会場実行委員会 

■実行委員長 

八谷 文策 （特非）森のバイオマス研究会 監事 

■副委員長 

林 高正  （特非）板橋さとやま倶楽部理事長 

■運営委員長 

小笠原 六紘    （特非）板橋さとやま倶楽部 

■事務局長 

表 康信  （特非）板橋さとやま倶楽部 

 

□福山市会場実行委員会 

■実行委員長 

内海 康仁 光和物産（株） 取締役社長 

■副委員長 

山内 充人 福山山岳会 会長 

■運営委員長 

繁田 健司    光和物産株式会社 

■事務局長 

赤木 茂  光和物産（株） 取締役総務部長 

 

□三次市会場実行委員会 

■実行委員長 

箕田 英紀 三次市酒屋地区自治連合会会長 

■事務局長 

奥川 利裕 三次市農政課 課長 

 

□呉市会場実行委員会 

■実行委員長 

堀川 保幸    中国木材（株） 代表取締役社長 

■副委員長 

佐藤 一教 バブコック日立・エコークラブグリーン委員 

  会理事 

■運営委員長 

宮岡 泰久 サポート・トレッキング・グループ 会長 

■事務局長 

林 尚哉  中国木材株式会社 総務課長 

 

□北広島町八幡高原会場実行委員会 

■実行委員長 

近藤 紘史 （特非）西中国山地自然史研究会 会長 

■事務局長 

河野 弥生 （特非）西中国山地自然史研究会  

 

□尾道市会場実行委員会 

■実行委員長 

杢谷 正樹 株式会社純正食品マルシマ  

  代表取締役社長 

■副委員長 

小川 健太郎 尾三地方森林組合 代表理事組合長 

■事務局長 

朝倉 智佳史 尾道市産業部農林水産課 課長 

 

※以上、2013 年 6 月 2 日時点での委員及び所属等を記載して

おります。 

また、今年もたくさんの方々に協力していただき行事を行なうこと

ができました。心より感謝申し上げます。  

実行委員・協力者・団体等    
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●山の日ロゴ：山と人との調和をモチーフに 

デザイン開発。 

基本カラーはエコグリーン。 

デザインは木原実行さん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


